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「ハラスメントを法的に解決する」 

 金沢大学法学研究科法務専攻准教授・弁護士 早川 咲耶 氏 

将来、⾼確率で遭遇することになるであろうセクシャルハラスメントやパワーハラスメント。
法律家はそれらにどのように関与していくのか。架空事例をもとに、被害者側・加害者側・
会社側の⽴場から考えてみよう。 

覚せい剤や⼤⿇などは、⼈に悪影響を与える「依存性薬物」と⾔われるが、それはアルコ
ールやニコチンも同様。違法薬物を使⽤した⼈は刑罰が科されることもあるが、それだけ
で薬物の問題が解決するわけではない。本⼈にとっても社会にとっても、有益な対策とは
どのようなものなのか、専⾨家と⼀緒に考えてみよう。 

※ 法学類⽣にはアカンサスポータルを通じてパスコードを送付します。 
※ 顔出しでの参加を原則とします。背景の設定等プライバシーには⼗分に注意して

ください。参加者を把握するため、参加ネームを⽒名+学籍番号にしてください。 

「薬物の非犯罪化について考える」 

 ソーシャルワーカー       西念 奈津江 氏 
 三重ダルク代表・精神保健福祉士 市川 岳仁 氏 ZOOMミーティング 
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